	主に
①　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	１年

	教科（科目）
	歴史総合　・　公共　

	授業の目標
	歴史的事象における情報の影響について考察し学ぶことで、現在の生活の中での情報処理及び情報リテラシーについて学ぶ。

	内容
	1960年代の安保闘争と情報
メディアの活用法

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	B　学びに向かう姿勢
	学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	
	C　自己管理力
	自己研鑽　②主体的判断　

	
	D　課題対応力
	テーマ（問い）設定　

	
	G　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
	傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	情報が歴史的事象に与えた影響について学ぶことで現在の生活の中で情報にどう向き合うべきか考える。
新聞記事を用いて情報を収集する。


パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0:00
(2分)
	本時の目的を理解する。
	本時の目的を説明する。
	

	0:02
(6分)

	安保闘争の映像を見て、2つの問に答える。
	映像を見せ、自由に考察させる。
挙手及び指名で発表させる。
	

	0:08
(5分)
	旧安保と新安保の内容を見て改めて先ほどの問について考察する。
	旧安保と新安保の内容について簡単に説明し、問について考察させる。
	

	0:13
(3分)
	安保闘争の映像と世論調査のグラフを見て考察する。
	世論調査のグラフを提示する。
	

	0:16
(5分)
	映像からの印象と実際のグラフとの差がなぜ生まれるのか考察する。
	ロイロノートに記入させる
	

	0:21
(4分)
	正しい判断をするにはどうすべきなのか考察する。
	前の問の答えを示し、考察を促す。
	

	0:25
(2分)
	現在の生活の中で情報にどう向き合うべきか考察する。
	資料を示し、本時のまとめを行う。
	



	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0:27
(2分)
	後半の目的を理解する。
	後半の目的を説明する。
	

	0:33
(6分)

	ウクライナから長崎大学に留学した方についての２種類の新聞記事を読み、要約する。
	新聞記事を配布する。
挙手及び指名で発表させる。
	

	0:38
(5分)
	２つの記事を比較する。
	２つの記事の違いについて発表させる。
	

	0:41
(3分)
	新聞記事の作成の流れを知る
	メディアにおける「編集」について考えさせ。
	容易になる編集によって情報の受け手は理解が容易になるというに留意して説明

	0:46
(5分)
	２つの新聞記事が扱っている人物を扱った「高校生新聞」を読む。
	南高新聞部の取材記録をもとにした「高校生新聞」の記事を提示する。
	視点の違いに気づかせる

	0:50
(4分)
	新聞記事を用いて情報を収集するにはどうすればようか考察する。
	複数の新聞（メディア）を併用することや一次情報を集めることの大切さを知る。
	



	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ


授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。

